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産業用モーター市場において、世界各国で高効率規制が実施され始めています。米国では、2010年にIE3規制が導入さ
れています。一方、日本においては、2011年1月に経済産業省により、省エネ効果が最も良い製品の性能を基準とする
「トップランナー基準」が採用されています。モーターの高効率規制は、IE1（標準効率）、IE2（高効率）、IE3（プレミ
アム効率）、IE4（スーパープレミアム高効率）に分かれており、日本でも高効率規格への対応製品の開発が進められて
います。
これら高効率測定には、電力基本確度±0.04％の高精度測定ができる電力計WT3000E、および高性能波形観測器
のスコープコーダDL850Eが威力を発揮します。インバータの電力、駆動波形、振動、温度などを1台で高速に測定できます。

電力・効率・波形などの評価
WT3000E プレミアムモーターの高精度効率測定
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■WT3000E & DL850Eを使った測定例

インバータ波形、温度、振動測定

スコープコーダ DL850E

■横河製品を使ったプレミアムモーターの評価例
○ WT3000Eを使った高精度電力測定
世界トップクラスの高精度電力計WT3000Eを使えば、電力基本確度
±0.04%でモーターの電力を測定できます。また、トルク、回転速度を
同時に取り込むことで、モーター効率（％）を直接演算表示でき、さら
にDA出力もできます。

○ DL850Eの100MS/s&12ビットの高速絶縁モジュール
DL850の100MS/sモジュールを使用することで、モーターに入力される
インバータの電圧信号および電流信号を100MS/s、12ビットの高分解
能で捉えることができます。

○ DL850Eによる始動電流特性評価
モーターの始動電流、始動電圧波形観測や温度、振動、あるいは衝撃
などを1台で測定できます。また、電力演算（/G5オプション）によるリア
ルタイム電力演算機能は、電力値と高調波の両者を同時に演算できま
す。

高精度効率測定

WT3000Eの詳しい情報はこちら
DL850Eの詳しい情報はこちら

https://tmi.yokogawa.com/jp/solutions/products/power-analyzers/wt3000e-precision-power-analyzer/
https://tmi.yokogawa.com/jp/solutions/products/oscilloscopes/scopecorders/dl850edl850ev-scopecorder/
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